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1. 平成26年12月期第1四半期の連結業績（平成26年1月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年12月期第1四半期 1,757 8.8 △26 ― △94 ― △113 ―
25年12月期第1四半期 1,615 4.4 △29 ― 105 46.6 112 △23.5

（注）包括利益 26年12月期第1四半期 △219百万円 （―％） 25年12月期第1四半期 450百万円 （41.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年12月期第1四半期 △3.85 ―
25年12月期第1四半期 3.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年12月期第1四半期 14,567 10,953 73.0
25年12月期 15,137 11,176 71.7
（参考）自己資本 26年12月期第1四半期 10,629百万円 25年12月期 10,853百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年12月期 ―
26年12月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成26年12月期の連結業績予想（平成26年 1月 1日～平成26年12月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,100 △1.2 △200 ― △170 ― △190 ― △6.41
通期 6,500 2.6 △250 ― △190 ― △220 ― △7.42



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年12月期1Q 30,000,000 株 25年12月期 30,000,000 株
② 期末自己株式数 26年12月期1Q 368,096 株 25年12月期 364,220 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期1Q 29,633,237 株 25年12月期1Q 29,645,413 株
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１.  当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和や景気対策により、昨年から引き続

き企業収益や個人消費に改善の動きが見られるものの、原材料価格の上昇、消費税増税による駆け

込み需要の反動等懸念材料もあり依然として先行き不透明な状況で推移しました。 

建材業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数は堅調に推移しておりましたが、

消費税増税に伴う住宅需要の変動等により、平成 26 年３月におきましては対前年比減となり、４月

以降につきましても厳しい状況で推移するものと予想されます。 

このような環境下、当社グループは、平成 26 年１月１日に株式会社Ｄａｎｔｏの営業部門を株式

会社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅに集約し、スペックから受注までの連携を強化させ、積極的な営業展開を

推し進めるとともに、株式会社Ｄａｎｔｏはメーカー機能として特化させる体制を整えました。 

当第１四半期連結累計期間におきましては、積極的な営業活動の推進により売上高は前年同四半

期に比べ 8.8％増加しましたが、新製品の投入により入れ替えとなる旧製品に関する評価損（３千４

百万円）を売上原価に計上したことにより営業損失を計上する結果となりました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 17 億５千７百万円（前年同四半期 16 億１

千５百万円）、営業損失２千６百万円（前年同四半期２千９百万円）、経常損失９千４百万円（前

年同四半期１億５百万円の経常利益）、四半期純損失１億１千３百万円（前年同四半期１億１千２

百万円の四半期純利益）となりました。 

また、宇都宮工場跡地の活用策について、地域経済の活性化や雇用の促進に資するとともに、防

災機能などを兼ね備えた地域の賑わいを促す交流拠点として再開発する方針を固め、早期の事業化

に向けて関係各方面との折衝を意欲的に進めております。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

イ．建設用陶磁器等事業 

当第１四半期連結累計期間において、建設用陶磁器等事業の売上高は 17 億７百万円（前年同四半

期 15 億６千７百万円）、営業損失は６千５百万円（前年同四半期６千８百万円）となりました。 

ロ．不動産賃貸事業 

当第１四半期連結累計期間において、不動産賃貸事業の売上高は７千万円（前年同四半期６千９

百万円）、営業利益は４千万円（前年同四半期３千８百万円）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末において総資産は、短期貸付金が２億５千万円増加しましたが、現

金及び預金が６億２千６百万円及び投資有価証券が時価評価等により１億７千万円減少したこと等

に伴い、前連結会計年度末に比べ５億６千９百万円の減少となりました。 

負債につきましては、支払手形及び買掛金１億６千５百万円及び未払金１億２百万円が減少した

こと等により、３億４千７百万円の減少となりました。 

純資産は、利益剰余金が１億１千３百万円及びその他有価証券評価差額金が１億９百万円減少し

たこと等の結果、２億２千２百万円の減少となりました。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 26 年 12 月期の通期業績予想につきましては、現時点において平成 26 年２月 14 日の公表数

値に変更はありません。 

 

２.  サマリー情報(その他)に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

３.  継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるよう

な事象又は状況が存在しておりますが、これは２千６百万円の営業損失を計上しているためであり

ます。 

当社グループは、当該状況を解消すべく、数年間継続した合理化を経て営業損失を減少させ、着

実に収支環境の改善効果を発揮しつつあります。 

このような状況の中、当社グループは連結子会社の組織再編を完了させ、引き続き商品構成の充

実を推進しつつ、販売力の強化によりシェアの拡大と新規市場の開拓を図って来たことに加え、宇

都宮工場跡地の活用策の方針を固めたことにより、遊休資産の利活用につきましても積極的に進め

ることにより、従前からの収益改善施策に加えて、グループ全体として企業価値を向上させること

により、当第１四半期連結累計期間計上の営業損失２千６百万円を早期に解消し、営業黒字体質の

構築に取り組む所存であります。 

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化に対応するための現金及び預金を中心とした

金融資産を有しております。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表  

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 5,285 4,658 

    受取手形及び売掛金 1,381 1,421 

    商品及び製品 913 881 

    仕掛品 68 54 

    原材料及び貯蔵品 61 67 

    短期貸付金 764 1,014 

    繰延税金資産 1 2 

    未収入金 102 88 

    その他 91 115 

    貸倒引当金 △9 △10 

    流動資産合計 8,661 8,293 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 1,129 1,111 

      機械装置及び運搬具（純額） 109 102 

      工具、器具及び備品（純額） 11 10 

      土地 337 337 

      有形固定資産合計 1,588 1,562 

    無形固定資産     

      ソフトウエア 14 12 

      その他 72 72 

      無形固定資産合計 86 84 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 4,496 4,326 

      繰延税金資産 23 24 

      その他 327 324 

      貸倒引当金 △47 △47 

      投資その他の資産合計 4,800 4,627 

    固定資産合計 6,475 6,274 

  資産合計 15,137 14,567 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 731 566 

    短期借入金 750 750 

    未払金 276 173 

    未払法人税等 79 63 

    賞与引当金 ― 26 

    災害損失引当金 381 375 

    その他 119 88 

    流動負債合計 2,338 2,044 

  固定負債     

    繰延税金負債 343 282 

    退職給付引当金 325 334 

    長期預り保証金 929 929 

    負ののれん 6 5 

    資産除去債務 17 17 

    固定負債合計 1,622 1,569 

  負債合計 3,961 3,613 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,635 1,635 

    資本剰余金 1 1 

    利益剰余金 8,720 8,606 

    自己株式 △118 △118 

    株主資本合計 10,239 10,124 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 613 504 

    その他の包括利益累計額合計 613 504 

  少数株主持分 323 324 

  純資産合計 11,176 10,953 

負債純資産合計 15,137 14,567 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 1,615 1,757 

売上原価 1,155 1,303 

売上総利益 460 454 

販売費及び一般管理費 490 480 

営業損失（△） △29 △26 

営業外収益     

  受取利息 16 9 

  為替差益 61 ― 

  負ののれん償却額 1 1 

  持分法による投資利益 76 ― 

  その他 3 3 

  営業外収益合計 159 14 

営業外費用     

  支払利息 2 2 

  売上割引 1 1 

  為替差損 ― 67 

  固定資産除却損等 ― 0 

  デリバティブ損失 6 ― 

  租税公課 4 4 

  減価償却費 5 5 

  その他 3 0 

  営業外費用合計 24 82 

経常利益又は経常損失（△） 105 △94 

特別利益     

  固定資産売却益 36 ― 

  特別利益合計 36 ― 

特別損失     

  固定資産除却損 0 ― 

  特別損失合計 0 ― 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

141 △94 

法人税、住民税及び事業税 26 15 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△） 

115 △109 

少数株主利益 2 4 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 112 △113 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△） 

115 △109 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 335 △109 

  その他の包括利益合計 335 △109 

四半期包括利益 450 △219 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 448 △223 

  少数株主に係る四半期包括利益 2 3 
 

ダントーホールディングス㈱(5337)平成26年12月期　第１四半期決算短信

7



(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成 25 年１月１日 至 平成 25 年３月 31 日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

建設用陶磁器

等事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 1,567 48 1,615 ― 1,615

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― 20 20 △20 ―

計 1,567 69 1,636 △20 1,615

セグメント利益又は損失(△) △68 38 △29 △0 △29

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円には、たな卸資産の調整額が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成 26 年１月１日 至 平成 26 年３月 31 日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

建設用陶磁器

等事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 1,707 49 1,757 ― 1,757

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― 20 20 △20 ―

計 1,707 70 1,778 △20 1,757

セグメント利益又は損失(△) △65 40 △25 △0 △26

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円には、たな卸資産の調整額が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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